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カーボンリサイクル技術導入シナリオの具体化に向けた 
「苫小牧産業間連携検討会議」の設置について 

 
 
デロイト トーマツ グループのデロイト トーマツ コンサルティング合同会社（東京都千代田区、代表執行

役社長 佐瀬真人）と石油資源開発株式会社（東京都千代田区、代表取締役社長 藤田昌宏）は、国立研究

開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下、NEDO）からの受託事業として実施している「苫

小牧を拠点とする産業間連携調査」（以下、当該事業）の一環として、苫小牧エリアにおけるカーボンリサ

イクル技術導入シナリオの具体化に向けた官民の議論の場となる「苫小牧産業間連携検討会議」（以下、本

検討会議）を設置します。 
 

 当該事業は、NEDO の「コンビナート等における産業間連携を活用したカーボンリサイクル事業の実現

可能性調査」の一つとして、北海道・苫小牧地域を拠点とする、都市全体のゼロエミッション化に資するカ

ーボンリサイクル事業の産業間連携による組成を目的に、2 社にて受託したものです。本年 3 月に事業を開

始し、苫小牧周辺に立地する工場などにおける電力・熱などのエネルギーバランスや CO2 などのマテリア

ルバランス分析を実施してまいりました。本検討会議では、これらの分析結果を踏まえ、苫小牧市や地域産

業などが一体となって、苫小牧エリアにおけるカーボンリサイクル技術導入シナリオの策定に向けて議論を

進めてまいります。 
 
本検討会議は、9 月 15 日に開催を予定する第 1 回以降、2022 年 3 月までに計 5 回の開催を予定していま

す。苫小牧市をはじめとする関係官庁、関係団体、民間企業など約 30 の関係先が参加し、苫小牧地域にお

ける CO2 ゼロエミッション化の将来像を描くとともに、その実現に向け、カーボンリサイクル技術導入に

よる、CO2 の燃料、化成品、コンクリート等への利用や CO2 輸送をテーマに議論し、とりまとめを実施す

る予定です。また、本推進会議で取りまとめた結果をもとに、2022 年 4 月以降に、具体的な実証試験その

他の実施可能性検討を進めていく予定です。 
 
 デロイト トーマツ コンサルティング合同会社および石油資源開発株式会社は、苫小牧市をはじめとする

関係官庁・団体や地域の産業と緊密な関係を図るとともに、2050 年カーボンニュートラルに向けた政府の

方針を踏まえながら、苫小牧地域における持続可能な脱炭素社会への貢献を目指し、産業間連携を活用した

カーボンリサイクル事業の実現を目指した検討を進めてまいります。 
 

以上 
 
＜参考リンク＞ 
・2021 年 3 月 26 日当社プレスリリース「苫小牧における産業間連携を活用したカーボンリサイクル事業

の実現可能性調査の開始について」 
 https://www.japex.co.jp/news/detail/20210326_01/ 
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